
（様式第２号）

令和４年１０月17日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 横手市卸町７番７号

名 称 株式会社横手水産
代表者 和泉 健一

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ４年１２月１６日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

þ経済

þ社会

☐環境

社員の健康状態を把

握し持続可能な働き

方の実現をサポート

します。

●健康診断受診率の向上

●ストレスチェックの継続

実施

●各種休暇を取得しやすい

風土づくり

３

８

１１

☐経済

þ社会

þ環境

環境問題について理

解を深めるとともに

自社として何ができ

るかを検討し、改善

に向けて実践してま

いります。

●水産資源の廃棄削減

●照明のこまめな消灯、冷

凍・冷蔵庫の開閉回数意識

による節電

●廃棄物の管理体制強化

●同業他社との共同配送に

よる排出ガスの削減

７

１３

１４

þ経済

þ社会

☐環境

雇用を通じた地域貢

献をはかるため地元

人材の活用を推進

し、若者は「高い意

欲」で、高齢者は

「活き生き」働ける

企業を目指します。

●地元採用の促進

●雇用マッチングイベント

への参加

●定年後は７０歳まで継続

雇用

●ＳＮＳによる情報発信

３

１１

１７

《鮮度（資源）を生かす食文化への貢献》
江戸時代の創業以来培ってきた「鮮度を生かした食文化への貢献」を継続発展させ

お客様へ「食に対する安全・安心」を持続的に提供するとともに限りある資源を有効活用することで

持続可能な地域社会実現の一助となる取組みを実践してまいります。

株式会社横手水産



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべてに人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


